
広報あんじょう 2019.7.1 霞

南吉生誕祭ステージ（表１）
内容時間

英語劇・ダンス（てらべクリエ
イティブこども園）

午前１０時
～１０時３０分

石川恵深プロデュース朗読
え み午前１０時３０分

～１１時
朗読（南吉朗読ででむし会・新
美南吉に親しむ会）

午前１１時
～正午

書道部パフォーマンス（安城高
等学校）

午後１時３０分
～１時４５分

映画「琥珀のような空」生誕祭
バージョン上映

午後２時３０分
～４時

「南吉のピアノ」補修ドキュメ
ント上映
「南吉のピアノ」演奏（近藤愛
花）

午後４時
～４時３０分

南
吉
下
宿

周
年
を
記
念
し
て
、

８０

南
吉
が
過
ご
し
た
安
城
を
舞
台
に

制
作
さ
れ
た
市
民
映
画『
琥
珀
の

こ

は
く

よ
う
な
空
』を
特
別
上
映
し
ま
す
。

●
時
間
・
内
容
・
出
演
者

表
１

の
と
お
り

■
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
の
イ
ベ
ン
ト

暫
南
吉
コ
ス
プ
レ
体
験（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ク
ル
安

城
）

暫
な
ん
き
ち
盆
踊
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
・
き
つ
ね
の
お
面
づ
く
り

（
安
城
市
青
年
団
協
議
会
）

暫
新
美
南
吉
の
本
や
古
本
販
売

（
新
美
南
吉
に
親
し
む
会
）

■
願
い
ご
と
広
場
で
の
イ
ベ
ン
ト

南
吉
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
ジ
ャ

ン
ボ
か
る
た
が
楽
し
め
ま
す
。

●
時
間
・
内
容
・
出
演
者

表
２

の
と
お
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
夜
店
等

●
時
間

午
後
４
時
～
８
時

●
内
容

暫
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
を
し
て「
な

ん
き
ち
盆
踊
り
」を
踊
っ
て
み
よ

う
！（
先
着

人
）

５０

暫
こ
ど
も
屋
台（
射
的
・
輪
投
げ

等
）

暫
各
種
グ
ル
メ
や
ド
リ
ン
ク
の
屋

台

南吉ファミリーステージ（表２）
内容時間

南吉ジャンボかるた＆コスプ
レショー（安城駅前元気会・
ボランティアサポートサーク
ル安城）

午後４時
～５時

獣神ハンダーFOXアクショ
ンショー

午後５時
～５時３０分

なんきち盆踊り大会オープニ
ング・安城七夕まつりPR（安
城商店街アイドル「看板娘。」、
安城七夕親善大使 他）

午後５時３０分
～６時

なんきち盆踊り大会午後６時
～８時

■
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト

南
吉
生
誕
祭
ス
テ
ー
ジ

新
美
南
吉
に
関
す
る
活
動
を
し

て
い
る
市
民
団
体
や
学
生
に
よ
る

南
吉
作
品
の
朗
読
会
、
南
吉
ピ
ア

ノ
の
演
奏
会
等
を
開
催
。
そ
し
て

暫
南
吉
マ
グ
ネ
ッ
ト
パ
ズ
ル

暫
パ
ス
テ
ル
手
形
ア
ー
ト
、
ウ
ッ

ド
バ
ー
ニ
ン
グ
等
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

暫
で
ん
で
ん
む
し
の
布
小
物
、
げ

ん
こ
つ
き
な
こ
飴
、
パ
ン
、
ベ

ー
グ
ル
、
焼
き
菓
子
等
の
販
売

■問
▼
安
城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内
）

（
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６

新美南吉の生誕日をお祝いして、南吉に関する朗読会やパフォーマンス、ワークショップやグッズ
販売等を行います。そして夜は、生誕祭初の「なんきち盆踊り大会」を開催！楽しい夜店が出る他、盆
踊りの参加者には先着１００人にアイスキャンディの無料配布もあります！南吉が安城に下宿を始めて
８０年の今年、ぜひ南吉を感じてみませんか？
●日時 ７月３０日昇午前１０時～午後８時
●会場 アンフォーレ本館及び願いごと広場

◆本紙６月１５日号折り込みの「暮らしのしおり」に誤りがありました。お詫びして訂正します。
１５ページ 水道業務課の係名 正施経営係・料金係 誤施経営係・業務係

陰
～
烏
共
通
事
項

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

●
申
込
み

６
月

日
晶
～
７
月

２８

６
日
松
ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時（
捷
を
除
く
。
６
月

日
は

２８

午
前

時
か
ら
、
７
月
６
日
は
午

１０

後
４
時
ま
で
）に
直
接
柿
田
公
園

管
理
事
務
所
エ
コ
き
ち
へ

※
７
月
７
日
掌
午
前

時
か
ら
エ

１０

コ
き
ち
で
公
開
抽
選
会
を
実
施

し
、
結
果
は
エ
コ
き
ち
Ｈ
Ｐ
で

公
表
し
ま
す
。
当
選
者
は
７
月

日
松
午
後
４
時
ま
で
に
参
加

１３費
を
持
っ
て
エ
コ
き
ち
へ
。

※
子
ど
も
１
人
１
講
座
ま
で
申
込

可
。
親
子
が
対
象
の
講
座
は
、

大
人
1
人
に
つ
き
子
ど
も
１
人

ま
で
。

※
定
員
に
達
し
な
か
っ
た
講
座
は

随
時
募
集
し
ま
す（
エ
コ
き
ち

H
P
に
掲
載
）。

陰
ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
つ
く
ろ
う

●
日
時

７
月

日
松
・

日
松

２０

２７

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

●
講
師

松
原
俊
介
氏（
叙
松
原

電
機
）

●
対
象

小
学
３
年
生
以
上
の
子

と
保
護
者

●
定
員

各

組
１０

●
参
加
費

１
組

円
５００

隠
夏
休
み
自
由
工
作

間
伐
材
を
使
っ
て
自
由
な
発
想

で
工
作
を
し
よ
う
。

●
日
時

７
月

日
掌
午
前

時

２１

１０

～

時

分

１１

３０

●
対
象

小
学
生
以
上
の
子
と
保

護
者

●
定
員

５
組

●
参
加
費

１
組

円
３００

韻
竹
水
鉄
砲
を
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ

う●
日
時

７
月

日
昇
・

日
昇

２３

３０

午
前

時
～

時

１０

１１

●
対
象

４
歳
以
上
の
子
と
保
護

者●
定
員

各

組
１０

●
参
加
費

１
組

円
４００

●
持
ち
物

濡
れ
て
も
い
い
服
装・

靴
、
タ
オ
ル

吋
森
の
表
札
づ
く
り

間
伐
材
の
板
で
自
分
だ
け
の
表

札
を
つ
く
ろ
う
。

●
日
時

７
月

日
昌
・

日
掌

２４

２８

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

●
対
象

小
学
生
以
上

●
定
員

各

人
１０

●
参
加
費

円
３００

右
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
鉛
筆

立
て
づ
く
り

エ
コ
き
ち
の
夏
休
み
特
別
講
座

●
日
時

７
月

日
昭
午
前

時

２５

１０

～
正
午

●
講
師

社
本
祐
加
子
氏（
ク
ラ

フ
ト
バ
ン
ド
エ
コ
ロ
ジ
ー
協
会
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
対
象

小
学
３
年
生
以
上
の
子

と
保
護
者

●
定
員

５
組

●
参
加
費

１
組

円
３００

●
持
ち
物

洗
濯
ば
さ
み
５
個
、

色
鉛
筆
、

尺
定
規

３０

※
テ
ー
プ
の
色
は
選
択
で
き
ま
す
。

宇
海
の
宝
箱
づ
く
り

箱
に
貝
殻
を
つ
け
て
自
分
だ
け

の
宝
箱
を
つ
く
ろ
う
。

●
日
時

７
月

日
晶
午
前

時

２６

１０

～

時

分

１１

３０

●
講
師

渋
田
見
有
美
氏

し
ぶ

た

み

●
対
象

小
学
生
以
上

●
定
員

人
１０

●
参
加
費

円
３００

烏
夏
休
み
環
境
ポ
ス
タ
ー
を
描
こ

う
野
鳥
や
水
、
緑
等
環
境
を
テ
ー

マ
に
ポ
ス
タ
ー
を
描
こ
う
。

●
日
時

７
月

日
昌
午
前

時

３１

１０

～
正
午

●
対
象

小
学
生

●
定
員

人
１０

●
参
加
費

円
２００

●
持
ち
物

新
聞
紙
、
ぞ
う
き
ん

■問
▼
エ
コ
き
ち

（
緯〈

〉３
７
８
４
）

９８

夏本番を迎え、本格的なレジャーシーズンが到来します。
この時期は、行楽のため車を利用する機会が増え、暑さやレジャーの疲れから運転者の注意力が散
漫になる傾向があり、交通事故に巻き込まれる危険性が高まります。ながらスマホは絶対にしない、
反射材を身につける、自転車乗車中はヘルメットを着用する等、交通安全を心がけましょう！
●期間 ７月１１日～２０日
●運動重点

暫子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
暫自転車の安全利用の推進
暫全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
暫飲酒運転の根絶

広報あんじょう 2019.7.1蚊

自交通事故なくそうめん（素麺）キャンペーン
JAあいち中央提供の安城名産品「そうめん」を

配布しながら、交通事故の根絶を呼びかけます。
●日時 ７月１２日晶午後４時～４時３０分
●場所 アンフォーレ北側の歩道

自反射材普及キャンペーン
反射材を配布しながら、反射材着用と交通事

故防止を呼びかけます。
●日時 ７月１７日昌午後４時～４時３０分
●場所 西友 ザ・モール安城店（大東町）

■問諮市民安全課（緯〈７１〉２２１９）
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表
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と
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り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
夜
店
等

●
時
間

午
後
４
時
～
８
時

●
内
容

暫
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
を
し
て「
な

ん
き
ち
盆
踊
り
」を
踊
っ
て
み
よ

う
！（
先
着

人
）

５０

暫
こ
ど
も
屋
台（
射
的
・
輪
投
げ

等
）

暫
各
種
グ
ル
メ
や
ド
リ
ン
ク
の
屋

台

南吉ファミリーステージ（表２）
内容時間
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ンショー
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ホ
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催
。
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材
を
使
っ
て
自
由
な
発
想

で
工
作
を
し
よ
う
。

●
日
時

７
月

日
掌
午
前

時

２１

１０

～

時

分

１１

３０

●
対
象

小
学
生
以
上
の
子
と
保

護
者

●
定
員

５
組

●
参
加
費

１
組

円
３００

韻
竹
水
鉄
砲
を
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ

う●
日
時

７
月

日
昇
・

日
昇

２３

３０

午
前

時
～

時

１０

１１

●
対
象

４
歳
以
上
の
子
と
保
護

者●
定
員

各

組
１０

●
参
加
費

１
組

円
４００

●
持
ち
物

濡
れ
て
も
い
い
服
装・

靴
、
タ
オ
ル

吋
森
の
表
札
づ
く
り

間
伐
材
の
板
で
自
分
だ
け
の
表

札
を
つ
く
ろ
う
。

●
日
時

７
月

日
昌
・

日
掌

２４

２８

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

●
対
象

小
学
生
以
上

●
定
員

各

人
１０

●
参
加
費

円
３００

右
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
鉛
筆

立
て
づ
く
り

エ
コ
き
ち
の
夏
休
み
特
別
講
座

●
日
時

７
月

日
昭
午
前

時

２５

１０

～
正
午

●
講
師

社
本
祐
加
子
氏（
ク
ラ

フ
ト
バ
ン
ド
エ
コ
ロ
ジ
ー
協
会
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
対
象

小
学
３
年
生
以
上
の
子

と
保
護
者

●
定
員

５
組

●
参
加
費

１
組

円
３００

●
持
ち
物

洗
濯
ば
さ
み
５
個
、

色
鉛
筆
、

尺
定
規

３０

※
テ
ー
プ
の
色
は
選
択
で
き
ま
す
。

宇
海
の
宝
箱
づ
く
り

箱
に
貝
殻
を
つ
け
て
自
分
だ
け

の
宝
箱
を
つ
く
ろ
う
。

●
日
時

７
月

日
晶
午
前

時

２６

１０

～

時

分

１１

３０

●
講
師

渋
田
見
有
美
氏

し
ぶ

た

み

●
対
象

小
学
生
以
上

●
定
員

人
１０

●
参
加
費

円
３００

烏
夏
休
み
環
境
ポ
ス
タ
ー
を
描
こ

う
野
鳥
や
水
、
緑
等
環
境
を
テ
ー

マ
に
ポ
ス
タ
ー
を
描
こ
う
。

●
日
時

７
月

日
昌
午
前

時

３１

１０

～
正
午

●
対
象

小
学
生

●
定
員

人
１０

●
参
加
費

円
２００

●
持
ち
物

新
聞
紙
、
ぞ
う
き
ん

■問
▼
エ
コ
き
ち

（
緯〈

〉３
７
８
４
）

９８

夏本番を迎え、本格的なレジャーシーズンが到来します。
この時期は、行楽のため車を利用する機会が増え、暑さやレジャーの疲れから運転者の注意力が散
漫になる傾向があり、交通事故に巻き込まれる危険性が高まります。ながらスマホは絶対にしない、
反射材を身につける、自転車乗車中はヘルメットを着用する等、交通安全を心がけましょう！
●期間 ７月１１日～２０日
●運動重点

暫子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
暫自転車の安全利用の推進
暫全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
暫飲酒運転の根絶

広報あんじょう 2019.7.1蚊

自交通事故なくそうめん（素麺）キャンペーン
JAあいち中央提供の安城名産品「そうめん」を

配布しながら、交通事故の根絶を呼びかけます。
●日時 ７月１２日晶午後４時～４時３０分
●場所 アンフォーレ北側の歩道

自反射材普及キャンペーン
反射材を配布しながら、反射材着用と交通事

故防止を呼びかけます。
●日時 ７月１７日昌午後４時～４時３０分
●場所 西友 ザ・モール安城店（大東町）

■問諮市民安全課（緯〈７１〉２２１９）
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市
内
の
受
章
者
は
次
の
皆

さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

本
田
吉
則（

歳
／
教
育
功

７０

労
／
大
山
町
）

江
川
博
昭（

歳
／
警
察
功

７１

労
／
高
棚
町
）

杉
山
平
八
郎（

歳
／
同
／

７２

今
本
町
）

近
藤
高
雄（

歳
／
消
防
功

６８

労
／
堀
内
町
）

※
受
章
発
表
時
点
の
内
容
で

す
。■問

▼
秘
書
課

（
緯〈

〉２
２
０
１
）

７１

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

含
む
）し
た
場
合
の
食
費
・
居
住

費
の
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
引
き
続
き
必
要

３１

な
人
は
６
月
に
発
送
し
た
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
更
新

現
在
の
割
合
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
要
支
援
・
要
介

３１

護
認
定
等
を
受
け
た
人
に
は
８
月

以
降
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
者
負
担
割
合
を
表
示
し
た

「
負
担
割
合
証
」を
７
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
、
介
護
保

険
証
と
あ
わ
せ
て
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

●
特
別
徴
収

年
金
か
ら
保
険
料

（
税
）が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

７
月
中
旬
に
１
年
分（
４
月
～

来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保
険

料（
税
）と
天
引
き
額
を
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
年
度
途
中
で
対
象
年
齢

に
到
達
し
た
人
や
本
市
へ
の
転
入

に
よ
り
対
象
と
な
っ
た
人
は
、
し

ば
ら
く
の
間
、
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
。

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な

１０

る
人
は
、
４
～
９
月
分
の
保
険
料

（
税
）を
納
付
書
又
は
口
座
振
替
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

証
を
更
新

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
７
月
中
旬
に
新

３１

し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
均
等

割
額
軽
減
の
見
直
し

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減
特

例
が
、
下
表
の
と
お
り
段
階
的
に

見
直
さ
れ
ま
す
。

元
被
扶
養
者
は
加
入
か
ら
２
年

を
経
過
す
る
月
ま
で
均
等
割
額
を

５
割
軽
減
し
ま
す（
平
成

年
４

２９

月

日
以
前
の
加
入
者
は
、
対
象

３０

■
各
種
通
知
書

い
ず
れ
も
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

第

１
号
被
保
険
者（

歳
以
上
）へ
送

６５

付※
保
険
料
が
昨
年
度
か
ら
変
更
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
通
知
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書

被
保
険
者
へ
送
付

●
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

被
保
険
者
世
帯
の
世
帯
主
へ
送
付

※
制
度
の
内
容
等
は
本
号
折
込
チ

ラ
シ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
方
法

２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収

納
付
書
又
は
口
座

振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納

付
す
る
月
は
、
介
護
保
険
料
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
７
月

～
来
年
２
月
の
８
回
、
国
民
健
康

保
険
税
は
７
月
～
来
年
３
月
の
９

回
で
す

※
口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
振
替

希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の
届
出

印
を
持
ち
、
市
内
金
融
機
関
か
、

高
齢
福
祉
課
・
国
保
年
金
課
へ
。

外
）。な
お
、
所
得
割
額
は
当
面
の

間
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定

申
請
を
受
付

認
定
さ
れ
る
と
、
介
護
保
険
施

設
に
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

■問
資

●
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

高
齢
福
祉
課
介
護
給
付
係

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

関
す
る
こ
と

国
保
年
金
課
医
療
係

（
緯〈

〉２
２
３
２
）

７１

●
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

こ
と

国
保
年
金
課
国
保
係

（
緯〈

〉２
２
３
０
）

７１

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

被保険者均等割額の軽減特例
令和３年度
から令和２年度平成３１年度平成３０年度

まで

７割軽減

７．７５割軽減８．５割軽減８．５割軽減世帯の所得金額の合計が
３３万円以下

７割軽減８割軽減９割軽減
上記のうち、被保険
者全員の年金収入が
８０万円以下で各種所
得がない場合

広報あんじょう 2019.7.1峨

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

５
月

日
の「
町
を
美
し
く
す

３０

る
運
動
表
彰
式
」で
、
永
年
地
域

の
環
境
美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
環
境
衛
生
功
労
者
と
環
境
美

化
標
語
の
最
優
秀
賞
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

◆
環
境
衛
生
功
労
者

松
崎
敬
城（
桜
井
町
）、加
藤
春
子

ひ
ろ
く
に

（
桜
井
町
）、鈴
木
寛（
浜
屋
町
）、黒

ひ
ろ
し

田
直
碁（
浜
屋
町
）、岩
佐
章
博（
法

な
お
き

あ
き
ひ
ろ

連
町
）

◆
環
境
美
化
標
語
最
優
秀
賞

榊
原
和
紀（
株
式
会
社
豊
田
自
動

か
ず

き

織
機
安
城
工
場
）
標
語
糸「
守
り

た
い

キ
レ
イ
な
街
と

家
族
の

笑
顔
」

環
境
衛
生
功
労
者
・

環
境
美
化
標
語
の
表
彰

●
内
容
／
曜
日
／
開
始
時
間
／
対

象
／
定
員
／
参
加
費

下
表
の
と

お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

※
期
間
は
９
～

月
、
又
は
９
～

１２

月
。
い
ず
れ
も
１
時
間

分

１１

３０

～
２
時
間
程
度
。

※
中
学
生
以
下
は
年
間
１
人

円
８００

の
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
が
別
途
必

要
。
他
は
参
加
費
に
含
み
ま
す
。

※
対
象
の「
一
般
」と
は
、

歳
以

１５

上（
中
学
生
を
除
く
）を
指
し
ま

す
。

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

●
申
込
み

７
月
４
日
昭
～

日
１３

松
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

除
く
）に
申
込
書
を
持
っ
て
市
体

育
協
会（
市
体
育
館
内
）へ

※
午
後
５
時
～
９
時
は
市
体
育
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
受
付
箱
を
設

置
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
同
協
会
で
配
布
。

※
定
員
に
達
し
な
い
ス
ク
ー
ル
・

教
室
は
、
７
月

日
掌
午
前
９

２１

時
か
ら
先
着
順
で
再
受
付
し
ま

す
。
再
受
付
後
、
応
募
人
員
が

５
人
に
満
た
な
い
ス
ク
ー
ル
・

教
室
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

■問
▼
市
体
育
協
会

（
緯〈

〉５
１
８
２
）

７５

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
２
期
）

受
講
生
募
集

参加費定員対象開始時間曜日内容
３２００円２５人一般午前１０時３０分

火

エアロビクス

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

３８００円３０人６０歳以上午後１時３０分シルバースクール
３１００円４５人一般午後３時太極拳

４０００円４５組歩行可能な１歳６カ月～未就園
児と保護者午前１０時親子からだあそびとママ

リフレッシュ
３１００円８０人一般（女性）午後１時３０分

木

ストレッチヨガ
４１００円３０人一般（女性）午前１０時ソフトテニス

４５００円各２５組２歳～未就園児と保護者①午前１０時
②午前１１時３０分ふれあい親子スクール

４０００円３０人小学生（初心者）午後７時
金

卓球
３６００円３５人一般午前１０時健康体操
２４００円３０人一般午前１０時エンジョイエクササイズ
５０００円２５人一般午後７時土ラージボール卓球
５７００円４０人一般午後７時火バドミントン（一般）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

２５００円７５人小学４～６年生午後７時
水

バスケットボール
４８００円４０人一般（女性）午前１０時バドミントン（女性）
３４００円４０人小学４～中学３年生午後５時

木
バレーボール

３９００円３０人一般（女性）初心者午前１０時インディアカ
５５００円４０人一般（女性）初心者午前１０時

金
卓球

４９００円４０人１８歳以上午後７時３０分硬式テニス
１８００円１２０人小学３～６年生午前９時３０分

土

陸上
２９００円６０人小学３～６年生午前１０時ジュニアソフトテニス
３０００円３５人小学４～中学３年生午後５時ジュニアバドミントン
２８００円２０人年長～小学６年生午後５時３０分柔道
３６００円３０人年中～小学６年生午前１０時３０分空手道
３８００円３５人小学生午後５時２０分ジュニア硬式テニス
５０００円

１０人
中学生

午後３時土又
は日アーチェリー

５８００円一般
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市
内
の
受
章
者
は
次
の
皆

さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

本
田
吉
則（

歳
／
教
育
功

７０

労
／
大
山
町
）

江
川
博
昭（

歳
／
警
察
功

７１

労
／
高
棚
町
）

杉
山
平
八
郎（

歳
／
同
／

７２

今
本
町
）

近
藤
高
雄（

歳
／
消
防
功

６８

労
／
堀
内
町
）

※
受
章
発
表
時
点
の
内
容
で

す
。■問

▼
秘
書
課

（
緯〈

〉２
２
０
１
）

７１

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

含
む
）し
た
場
合
の
食
費
・
居
住

費
の
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
引
き
続
き
必
要

３１

な
人
は
６
月
に
発
送
し
た
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
更
新

現
在
の
割
合
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
要
支
援
・
要
介

３１

護
認
定
等
を
受
け
た
人
に
は
８
月

以
降
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
者
負
担
割
合
を
表
示
し
た

「
負
担
割
合
証
」を
７
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
、
介
護
保

険
証
と
あ
わ
せ
て
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

●
特
別
徴
収

年
金
か
ら
保
険
料

（
税
）が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

７
月
中
旬
に
１
年
分（
４
月
～

来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保
険

料（
税
）と
天
引
き
額
を
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
年
度
途
中
で
対
象
年
齢

に
到
達
し
た
人
や
本
市
へ
の
転
入

に
よ
り
対
象
と
な
っ
た
人
は
、
し

ば
ら
く
の
間
、
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
。

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な

１０

る
人
は
、
４
～
９
月
分
の
保
険
料

（
税
）を
納
付
書
又
は
口
座
振
替
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

証
を
更
新

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
７
月
中
旬
に
新

３１

し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
均
等

割
額
軽
減
の
見
直
し

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減
特

例
が
、
下
表
の
と
お
り
段
階
的
に

見
直
さ
れ
ま
す
。

元
被
扶
養
者
は
加
入
か
ら
２
年

を
経
過
す
る
月
ま
で
均
等
割
額
を

５
割
軽
減
し
ま
す（
平
成

年
４

２９

月

日
以
前
の
加
入
者
は
、
対
象

３０

■
各
種
通
知
書

い
ず
れ
も
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

第

１
号
被
保
険
者（

歳
以
上
）へ
送

６５

付※
保
険
料
が
昨
年
度
か
ら
変
更
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
通
知
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書

被
保
険
者
へ
送
付

●
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

被
保
険
者
世
帯
の
世
帯
主
へ
送
付

※
制
度
の
内
容
等
は
本
号
折
込
チ

ラ
シ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
方
法

２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収

納
付
書
又
は
口
座

振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納

付
す
る
月
は
、
介
護
保
険
料
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
７
月

～
来
年
２
月
の
８
回
、
国
民
健
康

保
険
税
は
７
月
～
来
年
３
月
の
９

回
で
す

※
口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
振
替

希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の
届
出

印
を
持
ち
、
市
内
金
融
機
関
か
、

高
齢
福
祉
課
・
国
保
年
金
課
へ
。

外
）。な
お
、
所
得
割
額
は
当
面
の

間
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定

申
請
を
受
付

認
定
さ
れ
る
と
、
介
護
保
険
施

設
に
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

■問
資

●
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

高
齢
福
祉
課
介
護
給
付
係

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

関
す
る
こ
と

国
保
年
金
課
医
療
係

（
緯〈

〉２
２
３
２
）

７１

●
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

こ
と

国
保
年
金
課
国
保
係

（
緯〈

〉２
２
３
０
）

７１

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

被保険者均等割額の軽減特例
令和３年度
から令和２年度平成３１年度平成３０年度

まで

７割軽減

７．７５割軽減８．５割軽減８．５割軽減世帯の所得金額の合計が
３３万円以下

７割軽減８割軽減９割軽減
上記のうち、被保険
者全員の年金収入が
８０万円以下で各種所
得がない場合
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■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

５
月

日
の「
町
を
美
し
く
す

３０

る
運
動
表
彰
式
」で
、
永
年
地
域

の
環
境
美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
環
境
衛
生
功
労
者
と
環
境
美

化
標
語
の
最
優
秀
賞
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

◆
環
境
衛
生
功
労
者

松
崎
敬
城（
桜
井
町
）、加
藤
春
子

ひ
ろ
く
に

（
桜
井
町
）、鈴
木
寛（
浜
屋
町
）、黒

ひ
ろ
し

田
直
碁（
浜
屋
町
）、岩
佐
章
博（
法

な
お
き

あ
き
ひ
ろ

連
町
）

◆
環
境
美
化
標
語
最
優
秀
賞

榊
原
和
紀（
株
式
会
社
豊
田
自
動

か
ず

き

織
機
安
城
工
場
）
標
語
糸「
守
り

た
い

キ
レ
イ
な
街
と

家
族
の

笑
顔
」

環
境
衛
生
功
労
者
・

環
境
美
化
標
語
の
表
彰

●
内
容
／
曜
日
／
開
始
時
間
／
対

象
／
定
員
／
参
加
費

下
表
の
と

お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

※
期
間
は
９
～

月
、
又
は
９
～

１２

月
。
い
ず
れ
も
１
時
間

分

１１

３０

～
２
時
間
程
度
。

※
中
学
生
以
下
は
年
間
１
人

円
８００

の
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
が
別
途
必

要
。
他
は
参
加
費
に
含
み
ま
す
。

※
対
象
の「
一
般
」と
は
、

歳
以

１５

上（
中
学
生
を
除
く
）を
指
し
ま

す
。

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

●
申
込
み

７
月
４
日
昭
～

日
１３

松
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

除
く
）に
申
込
書
を
持
っ
て
市
体

育
協
会（
市
体
育
館
内
）へ

※
午
後
５
時
～
９
時
は
市
体
育
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
受
付
箱
を
設

置
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
同
協
会
で
配
布
。

※
定
員
に
達
し
な
い
ス
ク
ー
ル
・

教
室
は
、
７
月

日
掌
午
前
９

２１

時
か
ら
先
着
順
で
再
受
付
し
ま

す
。
再
受
付
後
、
応
募
人
員
が

５
人
に
満
た
な
い
ス
ク
ー
ル
・

教
室
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

■問
▼
市
体
育
協
会

（
緯〈

〉５
１
８
２
）

７５

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
２
期
）

受
講
生
募
集

参加費定員対象開始時間曜日内容
３２００円２５人一般午前１０時３０分

火

エアロビクス

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

３８００円３０人６０歳以上午後１時３０分シルバースクール
３１００円４５人一般午後３時太極拳

４０００円４５組歩行可能な１歳６カ月～未就園
児と保護者午前１０時親子からだあそびとママ

リフレッシュ
３１００円８０人一般（女性）午後１時３０分

木

ストレッチヨガ
４１００円３０人一般（女性）午前１０時ソフトテニス

４５００円各２５組２歳～未就園児と保護者①午前１０時
②午前１１時３０分ふれあい親子スクール

４０００円３０人小学生（初心者）午後７時
金

卓球
３６００円３５人一般午前１０時健康体操
２４００円３０人一般午前１０時エンジョイエクササイズ
５０００円２５人一般午後７時土ラージボール卓球
５７００円４０人一般午後７時火バドミントン（一般）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

２５００円７５人小学４～６年生午後７時
水

バスケットボール
４８００円４０人一般（女性）午前１０時バドミントン（女性）
３４００円４０人小学４～中学３年生午後５時

木
バレーボール

３９００円３０人一般（女性）初心者午前１０時インディアカ
５５００円４０人一般（女性）初心者午前１０時

金
卓球

４９００円４０人１８歳以上午後７時３０分硬式テニス
１８００円１２０人小学３～６年生午前９時３０分

土

陸上
２９００円６０人小学３～６年生午前１０時ジュニアソフトテニス
３０００円３５人小学４～中学３年生午後５時ジュニアバドミントン
２８００円２０人年長～小学６年生午後５時３０分柔道
３６００円３０人年中～小学６年生午前１０時３０分空手道
３８００円３５人小学生午後５時２０分ジュニア硬式テニス
５０００円

１０人
中学生

午後３時土又
は日アーチェリー

５８００円一般
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■
野
菜
づ
く
り
入
門
コ
ー
ス

●
日
程

開
講
式獅

８
月

日
晶

２３

受
講
期
間獅

８
月

日
昇
～
来
年

２７

１
月

日
晶（
原
則
昇
昭
又
は
昌

２４

晶
の
週
２
回
）午
前
９
時
～
正
午

閉
講
式獅

来
年
１
月

日
昇

２８

●
内
容

１
人
１
区
画
の
畑（
約

㎡
）で
秋
冬
野
菜
の
栽
培
、
農

３０業
関
連
施
設
の
視
察
等

●
対
象

市
内
在
住
で
畑
の
管
理

作
業
等
が
で
き
る
健
康
な
人

●
定
員

７
人
程
度（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料

１
万
５
０
０
０
円

●
申
込
み

７
月

日
昭
ま
で
の

１８

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
抄
を
除
く
）に
、
受
講
申
込
書

を
持
参
か
郵
送（
必
着
）で
ア
グ
リ

ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒

－４４４

１
２
０
１
石
井
町
辻
原

－

２
）

１３１

へ※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
・
農
務

課
・
各
地
区
公
民
館
・
市
H
P

等
で
配
布
。

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
申
込

可
。

※
現
在
実
施
中
の
春
夏
野
菜
づ
く

り
講
座
の
見
学
可
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
親
子
秋
ジ
ャ
ガ
植
付
・
収
穫
体

験●
日
程

植
付獅

８
月

日
松

２４

収
穫獅

月

日
松
午
前
９
時

１１

１６

３０

分
～

時（
全
２
回
）

１１

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
以

下
と
保
護
者

●
定
員

組（
定
員
を
超
え
た

２２

場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料

１
組
１
０
０
０
円

●
申
込
み

７
月

日
松
ま
で
の

２０

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
抄
を
除
く
）に
電
話
又
は
、
代

表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

参
加
者
数（
大
人
・
子
ど
も
の
人

数
）を
、
郵
送（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス・

Ｅ
メ
ー
ル
で
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉６
２
０
０
／

９２

胃〈

〉６
１
２
２
／agrilife@

９２

city.anjo.lg.jp

）へ

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
申
込

可
。

■
一
坪
農
園

秋
冬
野
菜
づ
く
り

●
日
程

８
月

日
松
、
９
月
７

３１

日
松
・

日
松
、

月

日
松
・

２１

１０

１２

日
松
、

月

日
松
午
前
９
時

２６

１１

３０

分
か
ら
１
時
間
程
度（
全
６
回
）

３０

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

野
菜
づ
く
り
講
座
の
参
加
者
募
集

■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２

※
８
月

日
は
午
前

時
終
了
予

３１

１１

定
。

月

日
は
午
後
１
時

１０

２６

３０

分
開
始
予
定
。

●
内
容

３
釈
程
度
の
畑
で
、
ダ

イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ
ン
等
５
種
類
程

度
の
野
菜
の
植
付
、
管
理
、
収
穫

等
の
作
業

●
対
象

市
内
在
住
者

●
定
員

組（
定
員
を
超
え
た

２２

場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料

１
組
１
５
０
０
円

●
申
込
み

親
子
秋
ジ
ャ
ガ
植
付・

収
穫
体
験
を
参
照

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
申
込

可
。

今
年
度
、
安
城
市
自
治
基
本
条

例
に
関
す
る
事
項
を
検
証
す
る
た

め
、
安
城
市
自
治
基
本
条
例
審
議

会
を
開
催
し
ま
す
。
審
議
に
あ
た

り
、
幅
広
い
意
見
を
お
聴
き
す
る

た
め
、
審
議
会
で
の
議
事
内
容
に

つ
い
て
皆
様
の
意
見
を
募
集
し
ま

す（
議
事
内
容
は
市
H
P
に
掲
載
）。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
は
審
議

会
に
報
告
し
ま
す
。

●
申
込
み

住
所
・
氏
名
、
意
見

を
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
企
画
情
報
課（
〒

－

８
５
０

４４６

１
住
所
不
要
／
胃〈

〉１
１
１
２

７６

／kikaku@
city.anjo.lg.jp

）へ

■問
▼
企
画
情
報
課

（
緯〈

〉２
２
０
４
）

７１

●
利
用
日

令
和
２
年
９
月

日
２９

～
令
和
３
年
３
月

日
２８

●
申
込
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優
先
予
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条
件
：

連
続
す
る
４
日
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の
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で
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３
室
以
上
又
は
３
階
全
室
利
用
）
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７
月
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昭
～
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昌
午
前
９

２５

３１
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～
午
後
５
時（
捷
を
除
く
）
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常
予
約
止
８
月
１
日
昭
～
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１０

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を
除

く
）に
直
接
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

※
電
話
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
希
望
日
が
重
複
し
た
場
合
は
抽

選
し
ま
す
。
申
込
期
間
以
降
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

安
城
市
自
治
基
本
条
例
審
議
会

へ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
室
の

利
用
予
約
を
受
付
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■
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ラ
イ
ブ

７
月
は「
サ
マ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」を
テ
ー
マ
に
、
安
城
学
園
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
の
O
B
・
O
G

を
中
心
に
構
成
す
る「
ニ
ュ
ー
ウ

ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」の
ラ
イ

ブ
を
お
送
り
し
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま

で
多
彩
な
音
楽
を
展
開
す
る
彼
ら

の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
、
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
日
時

７
月

日
松
午
後
６
時

１３

分
３０

■
三
河
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
針M
a

h
i
n
a

L
u

a
u
震（
マ
ヒ
ナ
ル
ア
ウ
）

安
城
に
い
な
が
ら
ハ
ワ
イ
の
文

化
を
体
感
で
き
る「
三
河
ハ
ワ
イ

ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
ア
ン

フ
ォ
ー
レ
本
館
及
び
願
い
ご
と
広

場
で
開
催
し
ま
す
。

願
い
ご
と
広
場
と
ホ
ー
ル
に
設

け
ら
れ
る
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ゲ
ス

ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
ウ
ク
レ
レ

グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
、
楽
し
い
ハ

ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
フ
ァ
イ

ヤ
ー
シ
ョ
ー（
６
日
の
み
）が
披
露

さ
れ
ま
す
。

願
い
ご
と
広
場
と
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
は
、
多
彩
な
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

ー
ド
や
雑
貨
・
ロ
ミ
ロ
ミ
等
の
お

店
が
登
場
し
ま
す
。

●
日
時

７
月
６
日
松
正
午
～
午

後
８
時
、
７
日
掌
午
前

時
～
午

１０

後
７
時

■問
資

安
城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内
）

（
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
催
し

ゲゲストミュージシャゲストミュージシャンン
KO’OLUKO’OLUAA

～
叱
る
よ
り
励
ま
そ
う
～

ス
テ
ッ
プ
先
生

こ
ん
に
ち

は
！
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

皆
さ
ん
に
お
子
さ
ん
の
行
動

を
理
解
し
、
楽
し
く
子
育
て

を
す
る
自
信
を
つ
け
、
子
育

て
の
仲
間
を
見
つ
け
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
マ
マ

私
、
な
ん
で
さ
っ

さ
と
で
き
な
い
の
？
っ
て
子

ど
も
を
叱
っ
て
ば
か
り
。
子

育
て
を
楽
し
め
て
い
ま
せ
ん
。

ス
テ
ッ
プ
先
生

子
ど
も
に

は
得
意
・
不
得
意
が
あ
る
も

の
。
苦
手
な
こ
と
が
う
ま
く

で
き
な
い
時
に
コ
ツ
を
つ
か

め
る
よ
う
に
励
ま
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

例
え
ば
お
子
さ
ん
が
自
転

車
の
練
習
を
し
て
い
る
と
き
、

「
な
ん
で
で
き
な
い
の
！
」な

ん
て
怒
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

Ａ
マ
マ

お
友
達
は
皆
乗
れ

て
い
る
の
に
っ
て
イ
ラ
イ
ラ

し
て
し
ま
う
か
も
…
。

ス
テ
ッ
プ
先
生

そ
こ
は
ぜ

ひ
、「
が
ん
ば
れ
！
い
い
よ
！
」

っ
て
声
を
か
け
て
あ
げ
て
。

～
長
所
に
目
を
向
け
て
～

ス
テ
ッ
プ
先
生

逆
に
皆
さ

ん
は
、
こ
の
一
週
間
で
家
族

か
ら
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
か
？

Ｂ
マ
マ

記
憶
に
な
い
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
先
生

ほ
め
ら
れ

る
こ
と
っ
て
案
外
少
な
い
ん

で
す
。
特
に
子
ど
も
の
場
合
、

悪
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
皆

と
違
う
こ
と
を
し
た
と
き
も

叱
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

ほ
め
ら
れ
る
よ
り
、
叱
ら
れ

る
方
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。

C
マ
マ

確
か
に
私
、
一
日

の
う
ち
で
叱
る
こ
と
の
方
が

圧
倒
的
に
多
い
か
も
…
。

ス
テ
ッ
プ
先
生

で
は
、
お

子
さ
ん
の
い

い
と
こ
ろ
を

書
き
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

D
マ
マ

な
ん

だ
ろ
う
？

ス
テ
ッ
プ
先

生

お
子
さ

ん
が
普
段
で

き
て
い
る
こ

と
、
続
け
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

E
マ
マ

毎
日
幼
稚
園
に
行

け
て
い
る
こ
と
か
な
。

F
マ
マ

お
し
っ
こ
は
お
ま

る
で
で
き
る
け
ど
…
。

ス
テ
ッ
プ
先
生

お
子
さ
ん

が
当
た
り
前
に
で
き
て
い
る

こ
と
に
、
し
っ
か
り
目
を
向

け
ら
れ
ま
し
た
ね
。
す
ば
ら

し
い
で
す
！

～
お
子
さ
ん
の
得
意
・
不
得

意
を
知
り
、
い
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
、
ほ
め
上
手
に
な
る

事
が
目
標
で
す
。
子
育
て
に

難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
～

９月から開講します（全６回）。参
加者募集については本紙７月１５日
号に掲載します。

ペアレント・プログラム
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安城市では子育てファミリーや高齢者世代が安心して生き生きと暮らし、社会で活躍できるよう、多世
代住宅に係る経費の一部に対して補助金を交付します。

●対象者 安城市内において次のいずれかの多世代居住の条件を満たす人
暫三世代居住 小学校修了前の子とその親及び祖父母で同居、隣居又は近居すること
暫二世代居住 ７５歳以上の者とその子で同居、隣居又は近居すること
※同居とは同一棟で居住すること、隣居とは隣接して居住すること、近居とは半径２キロ以内に土地等
を購入し居住することをいいます。
●対象住宅 一戸建ての住宅、併用住宅（住宅部分の床面積が２分の１以上のもの）、共同住宅及び長屋の
うち、自己所有のもの

●対象経費 新築、増築、改築、リフォーム（同居の場合で一定の条件に該当する場合に限る）又は、取得
（建売住宅、マンション等の購入）に係る費用
※７月１日捷以降の工事契約又は売買契約が対象です。
※バリアフリー改修費は対象外です。

●補助金額等 補助金額は対象経費の３分の１の額、限度額・加
算額は下表のとおり

※リフォームの限度額は上表の２分の１。
※共同住宅等の限度額は上表の２分の１。
※加算額１は、耐震性のない住宅を除却した場合又は１年以上使用されていない空き家を除却した場合
や取得し利用する場合。加算額２は、第三次安城市都市計画マスタープランで定められたマチナカ居住
誘導区域に新築、取得等をする場合に加算されます。

●申請の流れ 事前相談書の提出（必須ではありません）～多世代住宅の工事契約又は売買契約～工事完了
又は取得～必要書類の提出（工事完了又は取得した日から６か月以内）～補助金額の確定～補助金交付

●必要書類
暫交付申請書兼実績報告書
暫契約書
暫多世代を確認できる戸籍謄本
暫建物の登記事項全部証明書
暫新築等をしたことが分かる書類（検査済証等）
暫対象経費にかかった領収書
暫住宅等の位置図・配置図・平面図・写真等
※申請内容によって上記以外の書類が必要となる場合があります。
●申請 ７月１日捷からの午前８時３０分～午後５時１５分（松掌抄承、年末年始を除く）に必要書類を持って
建築課へ
※交付申請書兼実績報告書は同課・市HPで配布。
※詳細は問い合わせてください。

●その他 今後、住宅金融支援機構と協定を締結し、一定の要件に該当する人は、フラット３５の借入金に
ついて一部金利引き下げの優遇を受けられます（予定）。
●問合せ 建築課（緯〈７１〉２２４１）

合計
（最高）加算額２加算額１限度額対象

１００万円
１０万円２０万円

７０万円同居
６５万円３５万円隣居
５０万円２０万円近居

市
民
の
芸
術
と
文
化
の
向
上
を

め
ざ
す
市
民
芸
術
祭
が
、

月
１０

１１

日
晶
～

月

日
掌
に
開
催
さ
れ

１１

２４

ま
す
。
期
間
中
、
様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
第

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

３１
俳
句
・
短
歌
と
も
に
雑
詠
と
し
、

ざ
つ
え
い

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

一
般（
高
校
生
を

含
む
）諮

俳
句
の
部
止
３
句
以
内

短
歌
の
部
止
２
首
以
内

小
・
中

学
生諮

俳
句
の
部
止
２
句
以
内

短
歌
の
部
止
１
首

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
又
は
安
城
文
化
協
会
会
員

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
に

２６

は
が
き（
消
印
有
効
）に
楷
書
で
、

表
面
に
部
門
・
郵
便
番
号
・
住
所・

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・筆
名（
フ
リ
ガ

ナ
）・電
話
番
号
・
年
齢
を
縦
書
き

で
明
記
。
裏
面
は
上
部
に
２
尺
の

余
白
を
設
け
て
作
品
の
み
を
縦
書

き
で
正
確
に
大
き
く
明
記
し
、
安

城
文
化
協
会「
市
民
文
芸
ま
つ
り

係
」（
〒

－

０
０
４
１
桜
町

－

４４６

１７

）へ
１１※

１
部
門
に
つ
き
１
人
１
枚
の
み
。

※
市
H
P
か
ら
も
申
込
可
。

※
応
募
規
定
に
違
反
し
た
人
は
失

格
無
効
と
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募
者

に
帰
属
し
ま
す
が
、
使
用
に
つ

い
て
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属

し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
市
外
在
住
の
応
募
資
格
者
は
、

学
校
名
・
勤
務
先
又
は
文
化
協

会
所
属
団
体
名
も
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
発
表
大
会

●
日
程

月

日
掌

１１

２４

●
場
所

市
民
会
館

●
内
容

入
賞
作
品
の
発
表
、
表

彰
式
、
講
評

■
第

回
市
民
芸
能
ま
つ
り

５２

●
日
程

月

日
松
・

日
掌

１０

１２

１３

●
場
所

市
民
会
館

●
部
門

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏そ
う

曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
・
フ
ラ
ダ

き
ょ
く

ン
ス
等

●
申
込
み

７
月

日
昇
ま
で
の

１６

午
前

時
～
午
後
４
時（
松
掌
捷

１０

を
除
く
）に
直
接
か
申
込
書
を
郵

送（
消
印
有
効
）・フ
ァ
ク
ス
で
安

城
文
化
協
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
／

胃〈

〉６
０
６
６
）へ

７４
※
申
込
書
は
同
協
会
で
配
布
。

●
問
合
せ

安
城
文
化
協
会（
緯

第

回
市
民
芸
術
祭

Anjo
Art

Festival

６０

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

〈

〉６
０
６
６
）

７４■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
日
程

月

日
晶
～

日
掌
、

１０

１１

１３

月
上
旬

１１●
場
所

市
民
会
館
他

●
部
門

美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門（
盆
栽
、
生
け
花
等
）

●
申
込
み

市
民
芸
能
ま
つ
り
参

照■
第

回
安
美
展

７６

●
日
程

前
期
止

月

日
晶
～

１０

２５

月
４
日
承

後
期
止

月
８
日

１１

１１

晶
～

日
掌

１７

※

月

日
捷
・

月

日
捷
を

１０

２８

１１

１１

除
く
。

●
場
所

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
部
門

前
期
止
日
本
画
、
書
、

工
芸
・
彫ち

ょ
う

塑

後
期
止
洋
画
、
写

そ

真●
申
込
み

出
品
申
込
の
詳
細
は

本
紙
６
月

日
号
参
照

１５
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
取
扱
店
を

募
集

市
内
に
お
け
る
消
費
の
喚
起
及

び
下
支
え
の
た
め
、
市
内
の
店
舗・

事
業
所
で
使
用
で
き
る
付
加
価
値

の
付
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

月
１
日
か
ら
販
売
し
ま
す
。
こ

１０の
商
品
券
を
取
り
扱
う
店
舗
・
事

業
所
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
資
格

安
城
市
内
に
店
舗・

事
業
所
を
有
す
る
者（
次
の
要
件

に
該
当
す
る
者
は
除
く
）

暫「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」第

２
条
に
該
当
す
る
営
業
を
行
う

者
暫
役
員
等
が「
暴
力
団
員
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」第
2
条
に
規
定
す
る
暴

力
団
・
暴
力
団
員
又
は
、
暴
力

団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る

べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
者

暫
特
定
の
宗
教
・
政
治
団
体
と
関

わ
る
者

●
商
品
券
の
利
用
対
象
外
と
な
る

使
途

暫
切
手
や
収
入
印
紙
・
商
品
券
等

換
金
性
が
高
い
も
の

暫
た
ば
こ

暫
金
融
商
品

暫
税
金
や
使
用
料
等
の
公
租
公
課

暫
商
品
の
仕
入
れ
等
取
扱
店
自
ら

の
事
業
上
の
取
引

暫
公
共
料
金

暫
現
金
や
電
子
マ
ネ
ー
と
の
換
金

暫
医
療
費
、
処
方
薬
等
保
険
適
用

さ
れ
る
も
の

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
の

１９

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松
掌
抄

を
除
く
）に
申
込
用
紙
を
持
参
か

郵
送（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス
で
安
城

商
工
会
議
所（
〒

－

８
５
１
２

４４６

桜
町

－

１
／
胃〈

〉４
３
２
２
）

１６

７６

へ※
申
込
用
紙
は
同
所
・
同
所
H
P
、

市
商
工
課
で
配
布
。

※
商
品
券
事
業
全
体
の
概
要
や
申

込
み
に
関
す
る
詳
細
、
取
扱
店

の
費
用
等
は
同
所
H
P
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
安
城
商
工
会
議
所

（
緯〈

〉５
１
７
５
）

７６市
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１
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安城市では子育てファミリーや高齢者世代が安心して生き生きと暮らし、社会で活躍できるよう、多世
代住宅に係る経費の一部に対して補助金を交付します。

●対象者 安城市内において次のいずれかの多世代居住の条件を満たす人
暫三世代居住 小学校修了前の子とその親及び祖父母で同居、隣居又は近居すること
暫二世代居住 ７５歳以上の者とその子で同居、隣居又は近居すること
※同居とは同一棟で居住すること、隣居とは隣接して居住すること、近居とは半径２キロ以内に土地等
を購入し居住することをいいます。
●対象住宅 一戸建ての住宅、併用住宅（住宅部分の床面積が２分の１以上のもの）、共同住宅及び長屋の
うち、自己所有のもの

●対象経費 新築、増築、改築、リフォーム（同居の場合で一定の条件に該当する場合に限る）又は、取得
（建売住宅、マンション等の購入）に係る費用
※７月１日捷以降の工事契約又は売買契約が対象です。
※バリアフリー改修費は対象外です。

●補助金額等 補助金額は対象経費の３分の１の額、限度額・加
算額は下表のとおり

※リフォームの限度額は上表の２分の１。
※共同住宅等の限度額は上表の２分の１。
※加算額１は、耐震性のない住宅を除却した場合又は１年以上使用されていない空き家を除却した場合
や取得し利用する場合。加算額２は、第三次安城市都市計画マスタープランで定められたマチナカ居住
誘導区域に新築、取得等をする場合に加算されます。

●申請の流れ 事前相談書の提出（必須ではありません）～多世代住宅の工事契約又は売買契約～工事完了
又は取得～必要書類の提出（工事完了又は取得した日から６か月以内）～補助金額の確定～補助金交付

●必要書類
暫交付申請書兼実績報告書
暫契約書
暫多世代を確認できる戸籍謄本
暫建物の登記事項全部証明書
暫新築等をしたことが分かる書類（検査済証等）
暫対象経費にかかった領収書
暫住宅等の位置図・配置図・平面図・写真等
※申請内容によって上記以外の書類が必要となる場合があります。
●申請 ７月１日捷からの午前８時３０分～午後５時１５分（松掌抄承、年末年始を除く）に必要書類を持って
建築課へ
※交付申請書兼実績報告書は同課・市HPで配布。
※詳細は問い合わせてください。

●その他 今後、住宅金融支援機構と協定を締結し、一定の要件に該当する人は、フラット３５の借入金に
ついて一部金利引き下げの優遇を受けられます（予定）。
●問合せ 建築課（緯〈７１〉２２４１）

合計
（最高）加算額２加算額１限度額対象

１００万円
１０万円２０万円

７０万円同居
６５万円３５万円隣居
５０万円２０万円近居

市
民
の
芸
術
と
文
化
の
向
上
を

め
ざ
す
市
民
芸
術
祭
が
、

月
１０

１１

日
晶
～

月

日
掌
に
開
催
さ
れ

１１

２４

ま
す
。
期
間
中
、
様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
第

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

３１
俳
句
・
短
歌
と
も
に
雑
詠
と
し
、

ざ
つ
え
い

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

一
般（
高
校
生
を

含
む
）諮

俳
句
の
部
止
３
句
以
内

短
歌
の
部
止
２
首
以
内

小
・
中

学
生諮

俳
句
の
部
止
２
句
以
内

短
歌
の
部
止
１
首

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
又
は
安
城
文
化
協
会
会
員

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
に

２６

は
が
き（
消
印
有
効
）に
楷
書
で
、

表
面
に
部
門
・
郵
便
番
号
・
住
所・

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・筆
名（
フ
リ
ガ

ナ
）・電
話
番
号
・
年
齢
を
縦
書
き

で
明
記
。
裏
面
は
上
部
に
２
尺
の

余
白
を
設
け
て
作
品
の
み
を
縦
書

き
で
正
確
に
大
き
く
明
記
し
、
安

城
文
化
協
会「
市
民
文
芸
ま
つ
り

係
」（
〒

－

０
０
４
１
桜
町

－

４４６

１７

）へ
１１※

１
部
門
に
つ
き
１
人
１
枚
の
み
。

※
市
H
P
か
ら
も
申
込
可
。

※
応
募
規
定
に
違
反
し
た
人
は
失

格
無
効
と
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募
者

に
帰
属
し
ま
す
が
、
使
用
に
つ

い
て
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属

し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
市
外
在
住
の
応
募
資
格
者
は
、

学
校
名
・
勤
務
先
又
は
文
化
協

会
所
属
団
体
名
も
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
発
表
大
会

●
日
程

月

日
掌

１１

２４

●
場
所

市
民
会
館

●
内
容

入
賞
作
品
の
発
表
、
表

彰
式
、
講
評

■
第

回
市
民
芸
能
ま
つ
り

５２

●
日
程

月

日
松
・

日
掌

１０

１２

１３

●
場
所

市
民
会
館

●
部
門

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏そ
う

曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
・
フ
ラ
ダ

き
ょ
く

ン
ス
等

●
申
込
み

７
月

日
昇
ま
で
の

１６

午
前

時
～
午
後
４
時（
松
掌
捷

１０

を
除
く
）に
直
接
か
申
込
書
を
郵

送（
消
印
有
効
）・フ
ァ
ク
ス
で
安

城
文
化
協
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
／

胃〈

〉６
０
６
６
）へ

７４
※
申
込
書
は
同
協
会
で
配
布
。

●
問
合
せ

安
城
文
化
協
会（
緯

第

回
市
民
芸
術
祭

Anjo
Art

Festival
６０

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

〈

〉６
０
６
６
）

７４■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
日
程

月

日
晶
～

日
掌
、

１０

１１

１３

月
上
旬

１１●
場
所

市
民
会
館
他

●
部
門

美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門（
盆
栽
、
生
け
花
等
）

●
申
込
み

市
民
芸
能
ま
つ
り
参

照■
第

回
安
美
展

７６

●
日
程

前
期
止

月

日
晶
～

１０

２５

月
４
日
承

後
期
止

月
８
日

１１

１１

晶
～

日
掌

１７

※

月

日
捷
・

月

日
捷
を

１０

２８

１１

１１

除
く
。

●
場
所

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
部
門

前
期
止
日
本
画
、
書
、

工
芸
・
彫ち

ょ
う

塑

後
期
止
洋
画
、
写

そ

真●
申
込
み

出
品
申
込
の
詳
細
は

本
紙
６
月

日
号
参
照

１５
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
取
扱
店
を

募
集

市
内
に
お
け
る
消
費
の
喚
起
及

び
下
支
え
の
た
め
、
市
内
の
店
舗・

事
業
所
で
使
用
で
き
る
付
加
価
値

の
付
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

月
１
日
か
ら
販
売
し
ま
す
。
こ

１０の
商
品
券
を
取
り
扱
う
店
舗
・
事

業
所
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
資
格

安
城
市
内
に
店
舗・

事
業
所
を
有
す
る
者（
次
の
要
件

に
該
当
す
る
者
は
除
く
）

暫「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」第

２
条
に
該
当
す
る
営
業
を
行
う

者
暫
役
員
等
が「
暴
力
団
員
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」第
2
条
に
規
定
す
る
暴

力
団
・
暴
力
団
員
又
は
、
暴
力

団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る

べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
者

暫
特
定
の
宗
教
・
政
治
団
体
と
関

わ
る
者

●
商
品
券
の
利
用
対
象
外
と
な
る

使
途

暫
切
手
や
収
入
印
紙
・
商
品
券
等

換
金
性
が
高
い
も
の

暫
た
ば
こ

暫
金
融
商
品

暫
税
金
や
使
用
料
等
の
公
租
公
課

暫
商
品
の
仕
入
れ
等
取
扱
店
自
ら

の
事
業
上
の
取
引

暫
公
共
料
金

暫
現
金
や
電
子
マ
ネ
ー
と
の
換
金

暫
医
療
費
、
処
方
薬
等
保
険
適
用

さ
れ
る
も
の

●
申
込
み

７
月

日
晶
ま
で
の

１９

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松
掌
抄

を
除
く
）に
申
込
用
紙
を
持
参
か

郵
送（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス
で
安
城

商
工
会
議
所（
〒

－

８
５
１
２

４４６

桜
町

－

１
／
胃〈

〉４
３
２
２
）

１６

７６

へ※
申
込
用
紙
は
同
所
・
同
所
H
P
、

市
商
工
課
で
配
布
。

※
商
品
券
事
業
全
体
の
概
要
や
申

込
み
に
関
す
る
詳
細
、
取
扱
店

の
費
用
等
は
同
所
H
P
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
安
城
商
工
会
議
所

（
緯〈

〉５
１
７
５
）

７６市
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１
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